
編集後記

昨2007年、「愛知大学・東亜同文書院大学記念センターの情報公開と東亜同文書院をめぐる総合的研

究の推進プロジェクト」の一環として創刊された『愛知大学史研究』は、おかげをもってここに第 2号

を刊行することができた。その問、東車両文書院大学記念センターとしての事業のみならず、 f大学史」

講義の豊橋・名古屋（三好）両校舎での毎年開講の実現や、同窓会創立55周年の記念誌の刊行といっ

た関連事業も進展を見たことから、愛知大学全体の「大学史J 事業のさらなる継続と発展のために、各

方面でのベクトルをひとまとめにして、次の到達点へと遁進していかなければならない。

また、今年に入ってから愛知大学では、名古屋笹島地区への進出が決定し、発表された一方で、長野

県栂池高原スキー場での体育実技講義中の雪崩による、参加学生の死亡という痛ましい事故が起こり、
周囲からの注視という面で試練の時を迎えたともいえよう。ここで愛知大学史を振り返ってみると、名

古屋校舎の西加茂郡三好町への移転実現（1988年）までのプロセスや、富山県薬師岳での山岳部の遭難、

死亡事故（1963年）への対処という、今回の教書｜！となりうるような事象が含まれているように思える。

むろん、安易な比較や同一視は慎まなければならないが、今だからこそ関係者一人一人が愛知大学の歩

みを確認しつつ、この“難局”を乗り切るべく尽力していくことが緊要ではなかろうか。
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